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『頑張れ、指中生！』 
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風薫る５月、１年のうちでもっとも過ごしやすい季節になりました。この５月に関連した言

葉に「五月雨」「五月晴れ」がありますが、正しい読み方をご存じでしょうか。「五月雨（さみ

だれ）」は旧暦の５月（現在の６月）に降る雨、つまり梅雨のことだそうです。そして、「五月

晴れ（さつきばれ）」はもともと、その「梅雨の晴れ間」の意味ですが、現在では「５月の晴

れわたった空」という意味の使い方として一般的になってきたとのことです。晴れわたった空

のもと、気候も心地よく、身体が外に向かっていくのもうなずけます。 

さて、新年度が始まって早いもので、間もなく一月を迎えようとしています。先月の２２日

には、１年生も部活動の本入部となり、２４日には部活動保護者会も開催され、本年度の部活

動が本格的に始まりました。 

運動部では、一足先に陸上部が５月１３日より浦和駒場スタジアムで開催される通信陸上競

技大会に参加します。そして２６日からは学校総合体育大会（兼）さいたま市民スポーツ大会

（学総）硬式テニスが天沼コートで、２８日から翌月６日まで各種競技が各会場で始まります。

昨年度も新人戦や夏季大会、冬季大会、西区スポーツ大会で、今年の学総に繋がる活躍をした

生徒たちが大勢いました。今年度も、初戦突破や県大会出場、全国大会出場など、一人ひとり

の目標は異なっていても、それぞれに照準を合わせて、一生懸命に練習に取り組んでおります。

まさに今月が「勝負の月」となっています。 

「男の順序」という「薩摩藩の教え」があります。薩摩藩といえば、幕末維新の推進力となっ

た藩であり、大久保利通や西郷隆盛、川路利良など、多くの有能な人材を輩出した藩として知

られています。その薩摩藩で、代々引き継がれてきた島津義弘公の教えといわれる、以下の５

つが示されています。 

 

１ 何かに挑戦し、成功した者 

２ 何かに挑戦し、失敗した者 

３ 自ら挑戦しなかったが、挑戦した人の手助けをした者 

４ 何もしなかった者 

５ 何もせずに批判だけしている者 

 

「男の順序」となっていますが、男女公平の現代においては、「人としての頑張りの段階」

と置き換えて考えた方がよいと思います。私は、人に順番をつけることとして捉えるのではな

く、「何もしないより、何かやってみた方がよい」、「頑張っている人を全力で応援する」とい

った、人としての生き方として変わってはいけない価値観として捉えました。私の個人的な思

いとして、１番目と２番目は同等の価値があるとも思っています。 

運動・スポーツに限らず、目標に向かって直向きに努力する姿は大変素晴らしものです。大

切なことは、自分の目標を明確に持ち、創造しつつ、粘り強く、力強く実践することだと思っ

ています。今年も生徒たちの頑張りを大いに期待しています。 

令和７年５月２日（金） 第２号 ～自信と誇りに満ちた指中生～ 



 


